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１ １学期の授業の実際〔単元「微生物利用の分野とその展開」(『人間生活と微生物』実教出版)〕 

(1) これまでの授業づくりにおける支援の傾向と生徒の実態 

   これまでの授業づくりの傾向をチェックシートの結果か

ら見ると、「説明の工夫」のポイントが高く、それに比べ

ると「環境の工夫」「組立ての工夫」「個人差への配慮」の

ポイントが低い（図１）。 

該当学級の生徒は、教師の話を聞いたりノートに書き写

したりするなど落ち着いた態度で学習している。一方で、

話を聞くだけでは学習内容の把握をすることが難しい生徒

が見られる。 

そこで、本単元では、これまでの授業づくりの傾向及び生徒の実態を踏まえて、以下のような主

な支援を取り入れた。 

【環境の工夫】 

・これまでの学習を振り返りやすくなるように、配付したワークシートを授業の終わりにノート

に貼るよう指導する。 

【組立ての工夫】 

・授業の見通しがもてるように、導入時に学習内容を伝える。 

【説明の工夫】 

・生徒の理解につなげることができるように、電子黒板や学習用ＰＣなどのＩＣＴを利活用する。 

【個人差への配慮】 

・見ることが苦手な生徒が手元で拡大操作ができるように、資料を学習用ＰＣに提示する。 

(2)  １学期の授業の概要(６月実施) 

  ア 本時の目標 

   ○発酵食品の製造における微生物の役割を理解する。 

   ○チーズの製造工程及び製造に関わる微生物について理解する。 

   ○凝乳の仕組みを理解する。 

  イ 本時の展開(環 環境の工夫 組 組立ての工夫 説 説明の工夫 ◎ 個人差への配慮) 

学 習 活 動 ｢ユニバーサルデザイン｣の視点による支援 

〔授業前〕 

 

環注意を持続させて授業に取り組むことができるように、教室前

方の掲示物を精選する。 

１ 単元の内容を確認する。 

 

２ 電子黒板に提示された学

習課題、学習内容を確認す

る。 

 

 

 

 

組前時までの学習内容を確認するために、前時の内容を記入した

ノートを開かせる。 

組前時の学習に見通しをもつことができるように、学習課題と学

習内容を電子黒板に掲示する。 

環これまでの学習を振り返りやすくなるように、配付したワーク

シートを授業の終わりにノートに貼ることを確認する。 

 

 

 

学習課題   ・発酵食品の製造における微生物の役割を理解する 
・チーズの製造工程及び製造に関わる微生物について理解する 
・凝乳の仕組みを理解する 

授業実践 【高等学校第２学年 農業科】 

「組立ての工夫」や「環境の工夫」の支援の充実に向けた授業づくり 

 

授業者 佐賀市立本庄小学校 教諭 浅井 のぶ子  

 

図１ これまでの授業づくりにおける支

援の傾向 
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３ 発酵食品の製造における

微生物の役割を考える。 

 

 

 

 

４ チーズの製造工程につい

て考える。 

５ 凝乳の仕組みを知る。 

６ 本時を振り返る。 

 

説黒板の文字が見やすいように、チョークの色を白、特に重要な 

語句は黄色で書く。 

説ワークシートに記入しやすいように、ワークシートと同じもの

を電子黒板に提示して説明する。 

◎見ることが苦手な生徒が手元で拡大操作ができるように、チー

ズの製造工程図を学習用ＰＣにも提示する。 

説興味をもたせるために、様々な種類のチーズの写真を電子黒板

に提示して説明する。 

説凝乳の仕組みについて具体的な言葉を使って説明をする。 

組黒板や電子黒板を用いて、本時の学習内容を振り返る時間を設

定する。 

組授業後に振り返りができるように、ワークシートをノートに貼

らせる。  

(3) 生徒アンケートや授業者アンケートを基にした１学期の授業評価 

生徒アンケートの結果から、多くの生徒が４つの視

点を取り入れた授業づくりについて高く評価をしてい

る（図２）。「説明の工夫」に関する支援として取り入

れた電子黒板や学習用ＰＣなどのＩＣＴ機器での資料

やワークシートの提示があったことで、生徒にとって

学習を進めやすかったことがアンケートの記述から読

み取ることができる（資料１：実線部）。一方、ＩＣ

Ｔの利活用だけでは十分な理解が得られなかったこと

を表現しているものも見られた（資料１：波線部）。

学習課題の１つであった「凝乳の仕組み」を視覚的に

理解しやすいように動画で示すことを考えていたが、

時間が足りずに提示することができなかった。学習課

題を明確にして、その課題に沿って学習内容や学習活

動を絞ることが必要ではないかと考えられる。 

 また、授業者アンケートでは、ＩＣＴを利活用し

て、生徒が資料を手元で見ることができたことで学習

内容の理解に有効だったことを、授業者自身が理解し

ていることが分かる（資料２：実線部）。一方、学習

活動に変化を付けることや、授業前に学習道具の準備

を整えておくというルールが必要だと感じていること

を読み取ることができる（資料２：波線部）。 

(4)  次回の授業に向けた支援の検討 

今回の授業の成果と課題をまとめた上で、課題を基

に次回の授業に取り入れたい支援を検討した（次頁参

照）。授業者が改善する必要があると感じていた「組

立ての工夫」と「環境の工夫」の視点を取り入れた支援を重点的に取り入れることを確認し、次回

の授業の準備に取り組んだ。 

 

図２ 生徒アンケートの結果 
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今日の授業は分かりやすかった（人）

はい どちらかというとはい

どちらかというといいえ いいえ

・ワークシートや学習用ＰＣを使って詳しく教え
てもらったから分かりやすかった。 

・電子黒板を使っているから何もないよりは断然
分かりやすかった。でも、絵だけではうまく想
像がつかなくて残念だった。 

◎チーズの種類や発酵の仕組み、どんな微生物を
使って作られているかなどの理解ができて楽し
かった（◎は「個人差への配慮」の支援を要す
る生徒の記述）。 

資料１ 授業の振り返りの記述の例 

・資料を学習用ＰＣと電子黒板に投影すること
で、見えやすいように手元で操作させながら
ワークシートに記入させた点は有効であると感
じた（「説明の工夫」に関する記述）。 

・生徒に個人で考えさせたり、ペアで話し合わせ
たりする活動を通して、誰でも参加できる学習
形態を取り入れた授業をしたい（「組立ての工
夫」に関する記述）。 

・ノートを忘れた生徒や、授業の準備に手間取る
生徒がおり、授業以前の段階で徹底させなけれ
ばいけないと思った(「環境の工夫」に関する
記述)。 

 

資料２ 授業者アンケートの主な記述 
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授業後の成果と課題及び新たに取り入れたい支援 

 

視点 取り入れた支援 成果(◯)と課題(●)  新たに取り入れたい支援 

環
境
の
工
夫 

・これまでの学習を振

り返りやすくなるよ

うに、配付したワー

クシートを授業の終

わりにノートに貼ら

せるよう指導する。 

・注意を持続させて学

習に取り組むことが

できるように、教室

前方の掲示物を精選

する。 

●学習道具の準備が整わない生

徒がいた。 

●時間が足りず、ワークシート

をノートに貼ることができな

い生徒がいた。 

 

・授業が始まる前に、次の

授業の準備をさせる。 

・まとめのワークシートは

授業の最後にノートに貼

ることを決めておく。 

 

組
立
て
の
工
夫 

・電子黒板に学習課題

や学習内容を提示す

る。 

・導入で、前時までの

学習内容を確認する

ために、前時の内容

を記入したノートを

開かせる。 

 

 

○本時の学習課題や学習内容が

授業の導入で提示されたこと

で、生徒が授業の流れを把握

できた。 

●電子黒板に学習課題や学習活

動の流れを示したため、授業

を通して提示できなかった。

そのため、課題意識をもたせ

て学習に取り組ませることが

できなかった。 

●学習課題を複数設定していた

ため、時間内に学習内容を終

えることができなかった。 

・学習課題を明確にして学

習内容の中心となる活動

を設定する。 

・注意が持続するように、

様々な学習活動を取り入

れる。 

・学習の見通しをもつこと

ができるように、学習課

題や学習の流れは黒板に

授業が終了するまで提示

する。 

・学習用ＰＣを使った調べ

る活動を取り入れる。 

説
明
の
工
夫 

・ＩＣＴ機器で資料を

提示したり、ワーク

シートの書き方を説

明したりする。 

・チョークの色の使い

方を工夫する。 

 

○ＩＣＴ機器を用いた説明では

全ての生徒が注目して話を聞

く活動ができていた。 

○黄色のチョークで板書されて

いたため、示された重要な語

句を全ての生徒がワークシー

トに書くことができた。 

●教師の言葉での説明が長かっ

たため、チーズの製造工程を

想像することが難しい生徒が

いた。 

・説明は端的に行う。 

 

個
人
差
へ
の
配
慮 

・見ることが苦手な生

徒が手元で拡大操作

ができるように、資

料を学習用ＰＣに提

示して説明する。 

 

 

〇教師の言葉掛けによって、学

習用ＰＣに映し出された資料

を拡大して見ながらワーク

シートに記入することができ

た。 

●自分の意見を全体の場で話す

ことが難しい生徒がいた。 

 

・全体の場で話すことが苦

手な生徒に、書いて表現

する活動を設定する。 

・ペアやグループでの話合

いでは、生徒の人間関係

を考慮した座席配置にす

る。 
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２ ２学期の授業の実際〔単元「微生物と農業」(『人間生活と微生物』実教出版)〕 

(1) ２学期の授業づくりにおける支援の傾向と生徒の実態 

授業実践までの授業づくりの傾向をチェックシートの結果か

ら見ると、「説明の工夫」「個人差への配慮」のポイントが高

く、それらに比べると「環境の工夫」「組立ての工夫」のポイ

ントが低い（図３）。 

 該当学級の生徒は、学習に対する関心が高く、落ち着いて授

業に参加することができている。しかし、教師からの発問に対

して全体の場で進んで意見や感想を発表することが苦手な生徒

や、授業前に学習道具の準備を整えておくことができない生徒が見られる。 

そこで、本単元では、前回の授業の成果と課題を基に考えた支援及びこれまでの授業における支

援の傾向、また、生徒の実態を踏まえて、以下のような主な支援を取り入れた。 

【環境の工夫】 

・授業が始まる前に、次の授業の準備をさせる。 

・学習内容を振り返ることができるように、授業の終わりにワークシートをノートに貼るように

決める。 

【組立ての工夫】 

・生徒の理解が深まるように、学習課題を絞る。 

・注意が持続するように、個人で考えたりペアで話し合ったりするなどの様々な学習活動を取り

入れる。 

・授業の見通しがもてるように、本時の流れを黒板に掲示する。 

【個人差への配慮】 

・全体の場で話すことを苦手としている生徒が、話合いで意見を出しやすいように、生徒の関係

性に配慮した座席の配置を決める。 

(2) ２学期の授業の概要(10月実施) 

 ア 本時の目標 

  ○農業における微生物の役割について考える。 

イ 本時の展開(環 環境の工夫 組 組立ての工夫 説 説明の工夫 ◎ 個人差への配慮)  

学習活動 ユニバーサルデザインの視点による支援 取組の様子  

〔授業前〕 

 

 

 

 

 

 

 

◎話すことを苦手としている生徒が話合い活

動で意見を出しやすいように、座席の配置

を決める。 

環学習道具の準備の仕方についてルールを決

める。 

環後日、学習の振り返りができるように、授

業の最後にワークシートをノートに貼るこ

とを決めておく。 

 

１ 前時の学習内容を振り

返り、本時の学習課題を

確認する。 

 

 

 

 

 

組前時の学習内容を振り返ることができるよ

うに、電子黒板に提示する。 

組本時の学習内容に見通しをもつことができ

るように、学習課題を黒板に示す。 

 

 

 

 

 

図３ 実践授業までの授業づくりに

おける支援の傾向 
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２ 根粒菌と脱窒菌の働き

について考える。 

・レンゲ米の栽培につい

て考える。 

 

 

 

 

 

 

・レンゲ農法に関わる微

生物について調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・根粒菌の働きと特徴を

知る。 

 

・土壌中に多くの微生物

がいることを知る。 

 

 

 

 

組授業の見通しがもてるように、本時の流

れを黒板に掲示する。 

 

 

 

 

説学習内容に興味をもた

せるため、実物を提示

しながらレンゲ米の栽

培について簡潔に説明

する。 

組生徒が自分の考えを

もって学習に取り組む

ことができるように、レンゲ農法ではな

ぜレンゲを田に鋤き込むのか、生徒が個

人で考える時間を設ける。 

組生徒の注意が

持続するよう

に、隣の生徒

とペアを組ま

せ、レンゲ農

法に関わる微

生物について調べる活動を設ける。 

◎活動の手順を理解することが難しそうな

生徒に、個別に言葉掛けをして調べる際

のヒントを与えるなどする。 

説調べる内容を確認することができるよう

に、ワークシートに記載しておく。 

組話し合った内容を全体で共有できるよう

に、要点をまとめた生徒が発表する時間

を設ける。 

説発表内容が分かりやすくなるように、発

表者のワークシートを教師の学習用ＰＣ

のカメラで撮影し、電子黒板に提示す

る。 

 

 

 

 

 

 

説生徒が根粒菌について理解しやすくする

ために、電子黒板に図や写真を示しなが

ら説明する。 

説土壌中にどれほどの微生物がいるか理解

しやすくするために、電子黒板に資料を

示して土壌で働く微生物が多数存在する

ことに気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題 微生物は農業分野でどのような働きをしているのか考えよう 

 
本時の流れ 

① 目標 

② ペア 

③ 全体 

④ まとめ 

調べる内容 

レンゲ農法で働く

微生物名と、その

働きについて調べ

よう。 

授業の最初に

今日の学習課

題が黒板に書

いてあったの

で、授業中に

確認すること

ができたよ。 

ペアで話しや

すい友達だっ

たので活動し

やすかった。 

生徒は調べた資料の内容

を要約して、分かりやす

く全体の前で発表するこ

とができました。 

調べる人と書いてまとめ

る人の二人で役割分担を

して活発に活動できてい

ました。 
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・脱窒菌の働きを知る。 

 

 

 

 

説根粒菌と脱窒菌の働きの違いが理解でき

るように、電子黒板に図を示して説明す

る。 

◎書くことが苦手な生徒の書く量を調整す

るために、空欄に記入する形式のワーク

シートを使用する。 

 

 

 

 

 

３ 本時の学習を振り返

る。 

 

 

 

 

 

組本時の学習を振り返ることができるよう

に、根粒菌と脱窒菌の働きを示した電子

黒板の画面図の空欄に当てはまる語句を

考えさせ、数名の生徒に指名する。 

組次時に学習する単元の説明をする。 

 

(3) 生徒アンケートや授業者アンケートを基にした２学期の授業評価 

  「今日の授業は分かりやすかったか」という生徒アン

ケートの問いに対して、ほとんどの生徒が「はい」と答え

ている（図４）。今回の授業では、学習課題を１つに絞っ

た上で、「注意が持続するように、様々な学習活動を取り

入れる」ことを主な支援として取り入れた。生徒アンケー

トには、「ペアで話合いができ、協力して勉強ができた。

意見交換はやっぱりした方がいいと思った」という記述

（資料３：実線部）が見られたことから、ペアで調べる活

動を通して、生徒は意欲的に学習に取り組んだといえる。

一方、「最初は何も分からないまま自分たちで調べた」と

いった記述や「学習用ＰＣで調べるとたくさん似たような

情報が出てくるので、そこから見付けるのが難しいと思っ

た」という記述（資料３：波線部）から、ペアで調べると

きの、活動の取組方の説明に課題が残ったことを読み取る

ことができた。そのため、活動に取り組ませる前の説明や

指示の仕方の工夫が必要だと考える。 

  また、授業者アンケートを見ても、生徒の実態を踏まえ

て授業の組立てを行ったことで、生徒にとって学びやすい 

授業につながったと授業者自身が感じていることが分かる 

（資料４：実線部）。しかし、調べる活動において説明の仕

方に課題が残ったため、授業者がこの点での改善の必要性

を感じていることが明らかになった（資料４：波線部）。 

(4) 次回の授業に向けた支援の検討 

今回の授業の成果と課題をまとめた上で、課題を基に次

回の授業に取り入れたい支援を検討した（次頁参照）。授

業者が改善する必要があると感じていた「説明の工夫」の

視点を取り入れた支援の充実に向け、次回の授業の準備に

つなげた。 

 

 

◎電子黒板や学習用ＰＣを使ったりペアで話合
いをしたりして、楽しく分かりやすく学ぶこ
とができた。 

・ペアで話合いができ、協力して勉強ができ
た。意見交換はやっぱりした方がいいと思っ
た。 

・最初は何も分からないまま自分たちで調べ
た。でも後から皆でまとめたので、分かりや
すく楽しく学習できた。 

・学習用ＰＣで調べるとたくさん似たような情
報が出てくるので、そこから見付けるのが難
しいと思った。 

◎レンゲソウが窒素固定するのは分かったが、
脱窒菌があるのに、なぜ稲を植えるのかが分
からなかった(◎は「個人差への配慮」の支援
を要する生徒の記述)。 

資料３ 生徒アンケートの記述の例 

・これまで、授業の計画を立てる際に生徒の支援
の方法を考えることはほとんどなかった。
チェックシートを継続的に使用して、自分の課
題を改善できるような授業展開を考えること
で、普段の授業よりも生徒の参加と理解が高
まったことを実感した(「組立ての工夫」に関
する記述)。 

・支援が必要な生徒への言葉掛けは有効だった
(「個人差への配慮」に関する記述)。 

・調べ活動では、「調べ方」の説明が不十分だっ
たために活動の取りかかりでつまずいた生徒が
いたようだ。様々な活動を取り入れる際にはど
のようなつまずきがあるかを予想し、その対処
法をしっかりと考えておくべきであると感じた
(「説明の工夫」に関する記述)。 

資料４ 授業者アンケートの主な記述 
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今日の授業は分かりやすかった（人）

はい どちらかというとはい
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図４ 生徒アンケートの結果 

土の中の根粒

菌と脱窒菌の

働きの違いが

分かったぞ。 
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授業後の成果と課題及び新たに取り入れたい支援 

 

視点 取り入れた支援 成果(◯)と課題(●)  新たに取り入れたい支援 

環
境
の
工
夫 

・授業が始まる前に、次の

授業の準備をさせる。 

・振り返りができるよう

に、配付したワークシー

トを授業の終わりにノー

トに貼ることを決める。 

〇全ての生徒の学習道具がそ

ろっておりスムーズに活動

することができた。 

●学習用ＰＣの充電が不十分

なものがあった。 

 

・学習用ＰＣの充電は必

ず家庭でしておくよう

に指導する。 

 

組
立
て
の
工
夫 

・学習課題を１つに絞る。 

・生徒の注意が持続するよ

うに様々な学習活動を取

り入れる。 

 

〇本時の学習課題を示したこ

とで何を学習するかが明確

になり、生徒が進んで学習

に取り組んでいた。 

〇ペアで調べる活動など、

様々な学習活動を取り入れ

ることで、注意を持続させ

て学習に取り組むことがで

きた。 

・本時の中心となる学習

活動を明確にした授業

構成を行う。 

説
明
の
工
夫 

・学習内容への興味がもて

るように、実物を示しな

がら説明する。 

・電子黒板や学習用ＰＣで

資料を提示したりワーク

シートの書き方を説明し

たりする。 

〇実物資料を提示することで

興味をもって取り組んでい

た。 

〇ＩＣＴの利活用をすること

で、学習内容の理解につな

がった。 

●ペアで調べる際の説明の仕

方が分かりにくかったた

め、戸惑う生徒の様子が見

られた。 

・話合いや調べる活動な

どの取り組み方の指示

や説明の仕方を明確に

する。 

個
人
差
へ
の
配
慮 

・全体の場で話すことを苦

手とする生徒が、話合い

で意見を出しやすいよう

に、座席の配置を決め

る。 

・聞くことを苦手とする生

徒が、視覚的に学習内容

を理解することができる

ように、電子黒板に図や

写真を示しながら説明す

る。 

〇生徒の関係性を考慮して座

席決めをしたことで、話合

いを活発に行った。 

〇ペアでの活動があったこと

で、自分の意見や考えを表

現することが苦手な生徒

も、ペアの生徒と役割分担

をしながら協力して活動に

取り組んだ。 

●調べる活動をする中で、調

べる課題とは別の新たな疑

問点をもった生徒への対応

が十分にできなかった。 

・生徒の多様な考えに対

応できる補助教材の準

備をする。 
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３ 本研究の成果と課題 

(1) 成果 

○チェックシートの継続的な使用及び生徒、授業者アンケートを基にした授業改善を図ることで、

生徒にとって学びやすい授業づくりにつなげることができた。チェックシートの結果から１学期

の授業では、「環境の工夫」と「組立ての工夫」の視点に応じた支援を重点的に行った。しかし、

学習課題が複数提示されていたことで中心となる学習活動が明確にならず、学習内容の理解に結

び付かない生徒が見られた。そこで、２学期の授業では、学習課題を１つに絞った上で、生徒の

注意の持続を図るためにペアで調べるなどの様々な学習活動を取り入れた。その結果、生徒アン

ケートの「ペアで調べる時間があり、分かりやすかった」という問いに対して高い評価が得られ

た（図５）。チェックシートを継続的に使用すること

で、授業者が「ユニバーサルデザイン」の４つの視点

に応じた支援を行っているかを把握するだけでなく、

支援の改善を図ることにつながり、生徒にとって学び

やすい授業につながったと考える。 

○「ユニバーサルデザイ

ン」の４つの視点に応じ

た支援をどのように取り

入れていくかを考える中

で、授業者の授業づくり

における意識の変化につ

ながった。１、２学期の

チェックシートの結果を

比較すると、「環境の工夫」「組立ての工夫」「個人差

への配慮」の３つの視点に応じた支援に対する意識が

増えていることが分かる（図６）。また、２学期の授

業後の授業者感想では、授業者がチェックシートを使

用することで、生徒の実態とこれまでの授業づくりに

おける支援の傾向を把握し、それらに基づいた授業づくりに取り組んだことがうかがえる。一方、

１、２学期の授業実践を通して授業者は、これまでの授業づくりにおける課題に気付き、今後の

授業改善の方向性を感想の中で述べている（資料５）。これらのことから「ユニバーサルデザイン」

の４つの視点に応じた支援を授業にどのように取り入れていくかを考えることを通して、授業者

自身の授業づくりへの意識の変容をもたらしたと考える。 

(2)  課題 

〇「組立ての工夫」の視点に応じた、話合いや調べる活動などの学習活動を取り入れたが、活動内

容や活動方法の説明を工夫することが必要であることが分かった。生徒が主体的に活動すること

ができるような、支援の工夫を探っていきたい。 

  ○授業者はチェックシートを基に、授業でワークシートを使用するといった「ユニバーサルデザイ

ン」の４つの視点に応じた支援の有効性について、他の教職員と共通理解を図ることができた。

こうした共通理解を、学年や学校全体といった組織的なつながりに広げていき、校内の支援体制

の構築に向けて検討していく必要があると考える。 

 

 

６月までの時点では、「ユニバーサルデザイ
ン」の４つの視点で授業を考えるということは
頭になかった。自分の課題点が分かったこと
で、今回の授業に限らず、今後もチェックシー
トを見て授業をつくっていこうと考えるように
なった。生徒たちの実態を踏まえながら、今後
も授業をつくっていきたい。 

資料５ ２学期の授業を終えての授業者の感想 

図５ 生徒アンケートの結果 
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図６ 授業者のこれまでの授業づくりにおける傾向の比較 
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◇具体的な支援と取組の様子 

環境の工夫 休み時間の間に、次の授業の準備をするよう継続的に指導する 

支援の意図 
 授業前に、次の授業で必要なものを机の上に準備させておくことで、すぐに

授業に取り組むことができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

取組の様子 

 １学期の授業では、授業の始まりに学習道具の準備が整

わない生徒が見られた。そこで、授業前の休み時間の間

に、教科書やノート、学習用ＰＣなどの必要な学習道具を

机上に準備しておくことを学習のルールとした。その結

果、全ての生徒が必要な学習道具を整えて授業に臨むこと

ができるようになり、チャイムの合図と同時に授業を始め

ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組立ての工夫 本時の学習課題と学習活動の流れを黒板に提示する 

支援の意図 
導入で、本時の学習課題と学習活動の流れを黒板に示すことで、生徒が見通し

をもって授業に取り組めるようにする。 

 取組の様子 

 本時の学習課題と学習の流れを黒板に提示し、生徒が授

業中にいつでも確認ができるようにした。その結果、普段

の授業では自分の意見を言うことが少ない生徒が発表する

など、学習課題を理解して、意欲的に取り組む生徒の姿が

見られた。 

 生徒アンケートでは、「学習課題や学習の流れが黒板に示

してあったので授業の理解ができた」という質問項目に全

ての生徒が肯定的な評価をしており、学習内容の理解につ

ながったことがうかがえた。 

図１ 児童アンケート 

1 
１学期 

図３ これまでの授業づくり支援の傾向の変化 
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説明の工夫 視覚的な情報を提示しながら説明する 

支援の意図 
具体物の提示やＩＣＴを利活用するなど、視覚的な資料を提示しながら説明す

ることで、生徒の学習への興味をもたせる。 

 

 

 

 

 

 

 

取組の様子 

科目「微生物利用」の内容は専門的であるため、微生物

の働きを具体的に想像することが難しい。そこで、実物の

稲を見せたり、微生物に関する資料を電子黒板、学習用Ｐ

Ｃの画面に提示したりした。その結果、微生物と農業との

関わりを想起しやすくなり、生徒は自分たちで調べた微生

物に関する画像を自主的に探して、活動に意欲的に取り組

む様子が見られた。 

生徒アンケートには「電子黒板や学習用ＰＣがあったか

ら分かりやすかった」という記述が多くあり、具体物の提

示や画像の提示などによって、生徒に興味をもたせ、学習

内容の理解につなげることができた。 

個人差への配慮 ペアでの話合いが行いやすいような座席の配置をする 

支援の意図 
話すことの苦手な生徒が話合いで意見を出しやすいように、生徒の人間関係を

考慮した座席の配置をする。 

 

 

 

 

取組の様子 

１学期の授業では、全体の中で発表する生徒が固定化し

ていた一方で、発表することをためらう生徒がいた。そこ

で、生徒の人間関係を考慮したペアを組ませた。その結

果、ペアで取り組む活動の中で学習用ＰＣを使って調べる

役とワークシートにまとめる役に自主的に役割分担する姿

が見られた。また、調べた微生物についての内容を、どの

ようにワークシートにまとめるかを活発に話し合う様子が

うかがえた。 

「個人差への配慮」の支援を必要とする生徒のアンケー

トには、「ペアで話合いをして、楽しく分かりやすく学ぶこ

とができた」という記述が見られ、生徒の学習への参加が

促されたことがうかがえた。 


